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研究目的 

材料を機能の発現機構から２つに分けて考えてみる。一つは不純物のない純物質や均

質物質，結晶構造の完全な単結晶などが究極の目標となる，構造材料や耐火，耐腐食性

を持った材料と考えることができる。これを仮に耐環境性材料とする。もう一つは逆に

不純物や構造の欠陥が機能の源となる材料が挙げられる。これらの一例として半導体や

センサー材料，蛍光体など多種多様の材料が開発されている。たとえばこれを機能性材

料としてみる。このように分類してみると，たとえ同じ物質を研究しようと，自ずと目

標とする機能を得るための研究方法も全く別のものとなるはずである。本テーマでは，

まだほとんど研究がおこなわれていない，複合窒化物及び複合酸窒化物系における機能

性材料の研究を最終目的としている。しかしこれらの物質は高温における合成例さえほ

とんど報告がないため，現在はその低温合成法を確立することを目標として研究を行っ

ている。 

研究内容 

複合窒化物および複合酸窒化物を合成するためには通常1600－1800℃程度の超高

温と数百から2000気圧程度の超高圧が用いられることが多いが，実用化はともかく実

験室レベルの合成実験でさえも困難を極める。我々は出発原料に金属合金を用いた全く

新しい低温合成プロセスを発見し，ごく最近論文発表（下記参照）を行った。提案した

方法では化合物の一例としてCaAlSiN3を800℃という低温で合成することに成功して

おり，希土類であるEuをドープしたものについての発光物性も調査済みである。 

その結果，青紫光である460nmの可視光線による励起が可能で，およそ650nmに

発光中心スペクトルをもつ赤色光蛍光体材料となることが確認された。また本プロセス

は比較的低温の超臨界状態のアンモニアを用いるために，亜臨界で行われる液相プロセ

スに近い条件下での合成反応が起こっていると考えられ，非常に結晶性のよい窒化物が

得られる。特に，結晶性の非常によい複合窒化物を得るのは難しく，1500℃以上の高

温プロセスによっても得られていない。800℃という低温でこのような良好な結晶性

複合酸化物が得られた報告は我々の知る限り見あたらず，世界初のチャンピオンデータ

であると考えられる。現在はこの方法を拡張して様々な複合窒化物の合成を行っている。 

用  途 
光触媒，半導体，蛍光体，センサー，アップコンバージョン発光粒子，バイオイメー

ジングなど 
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